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 雨天続きの６月でしたが輝く太陽の下、平成２０年度の体育祭が開催されました。今回の体育祭は、

校舎の改築に伴い、現在のグラウンドで行われる最後の体育祭となりましたが、プールと格技場が撤

去されたため、今までにない広いグラウンドで行うことができました。 
「勝利の道を駆け抜けろ、見せてやろうぜ花中魂！！」のスローガンのもと、応援団長を中心に生

徒一人ひとりが選手、役員、応援の三役をこなしながら精一杯の力を発揮し、最後まで力いっぱい戦

った結果、生徒はもちろん、応援してくださった保護者や地域の方々も素晴らしい感動を味わうこと

ができたことを確信しています。 
 勝敗が決まっても最後まで全力で走りぬいたリレーのアンカー、歯を食いしばりながら完走した持

久走の選手、最後の一本を自陣に引き入れようとする棒引き等々、どの競技も「花中魂」にあふれて

いましたが、特に応援合戦第三部には心を打たれ

ました。若さあふれる笑顔で演じられた女子のマ

スゲームと男子の４段タワーの組み合わせは圧巻

でした。 
 紅白それぞれが独創性にあふれる振り付けでグ

ランドいっぱいに繰り広げられた女子の優雅なマ

スゲームから一変して気合を入れた男子が入場。

骨のきしむ音、歯を食いしばる音が本部席にも届

くような緊張感の中、立ち上がった４段タワー、

そしてそれを讃える女子のポンポンを振りながら

のドミノ倒し、固唾を呑んで見守っていた応援席

や保護者から湧き上がる歓声、皆さんとともに分かち合えたこの感動は言葉には言い尽くせません。 
閉会式で、私は感動と偽らざる心境を「この体育祭でたくさんの感動を与えてくれた生徒の皆さん、

そしてこれを支えてくださった保護者や地域の皆さん、この花園中学校を私は誇りに思います。そし

て花園中学校の校長で本当によかったと心から感じています。」と伝えました。 
準備から後始末まで献身的に活動してくれた実行委員会の皆さん、生徒の士気を十二分に高めてく

れた応援団の皆さん、そして何よりもすばらしい体育祭を作り上げてくれた全校生徒の皆さん、本当

にご苦労様でした。教員生活最後の体育祭がこのような感動の中に終えることができたことに心から

感謝しています。 
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残雪の残る穂高連峰 

 
５月１２日から２泊３日の３年生の修学旅行に行ってきました。帰ってきた翌日から体調不良で多

くの生徒が欠席し、皆さんには大変ご心配をおかけしましたが、みんな元気を取り戻し先日の素晴ら

しい体育祭を行うことができ、ほっとしています。２週間ほど延期された「修学旅行後の学年集会」

で私は次のような話をしました。１，２年生にも参考になると思いますので掲載しました。 
 
今回の修学旅行の計画を聞いたとき、正直に言って多少の不 

安がありました。２７０名に及ぶ生徒たちが様々な集団を構成 
してコース別や班別の学習を長野県全域に分かれて行うという 
のです。しかし、最初に頭に浮かんだのが２年生の時の自然教 
室でした。私も一緒に過ごした自然教室では、素晴らしい思い 
出を作ることができました。それは集団行動がしっかりできた 
からだと思っています。そして３年生が引退した後の生徒会活 
動や部活動を立派に引き継いできた現在の３年生の成長を私は 
実際に見てきましたので、活動の範囲が千葉村という限られた範囲から長野県という大きな範囲に広

がっても、この集団なら多少のミスはあっても間違いなくできるだろうという確信があったので、予

定通り実施するようにお願いしました。 
修学旅行のスローガンは「Let’s  feel  長野！∞のものをつかみとれ！！」でした。いつもお話

している「季節感を感じ取った」人もいるでしょう。友達との素晴らしい思い出を作った人もいるで

しょう。人によって様々なものを掴み取ったと思いますが、意外と気づいていないけれども、ものす

ごく大切なことをつかみとっているのです。それは「逆算して考え、行動すること」です。集合時間

を例に考えてみましょう。稲毛駅集合は朝の５時５０分、遅れるわけにはいきません。５時台に集合

時間に間に合う電車は走っているか、最寄の駅までのバスは走っているか、歩いたら何分かかるか、

もし雨が降っていたらどうするか、家は何時に出ればよいのか、というように思考回路はどんどん遡

っていくはずです。 
この例を示すまでもなく、修学旅行のしおりに従って滞りなく予定通りに行動していくために、い

つまでに何をやっておくべきか、逆算して考えることの大切さをいやが上でも学んだのではないでし

ょうか。今まで程度の差こそあれ、こうした思考回路で生活してきましたが、これからは常に「逆算

して行動する」ことを意識していく必要があります。総合体育大会に向けてどんな練習をしていくの

か、進路決定に向けていつまでに何をしていったらよいのか、一つ一つのゴールをイメージしながら 
     作戦を立てていくことが必要になってくるでしょう。 

さて、修学旅行の評価ですが、出発時の稲毛駅では通行人に 

騒がしいとお叱りを受け、またおやつタイムを守れなかったり、

集合時間に遅れる等の問題がありましたが、全体的には立派に 
できたと思っています。特に印象に残っているのは、茅野駅の 
集合状況でした。通行人にお叱りを受けた稲毛駅とはうってか 
わって誰一人しゃべることもなく、じっと列車を待っていた約 
２０分間。茅野駅の駅員から素晴らしい学校だとお褒めの言葉 

をいただきました。日ごろお願いしている「一歩外へ出たら花園中の外交官」という意識が日に日に

高まっていった結果だと思います。「無言の駅集合」を花園中学校の修学旅行のよき伝統として引き継

いでいければと思っています。 
 さて、進路決定という最大の課題が近づいてきました。始業式で「自ら学び 心豊かな 活力あふ

れる 生徒の育成」という学校教育目標についてお話しましたが、「負けない あきらめない 夢に向

かって前進しよう」という３年生の学年目標はまさに学校教育目標の「活力あふれる」生徒そのもの

だと思います。皆さんには、体育祭を成功させる、総合体育大会で一つでも多く勝利する、自分の希

望通りに進路を決定する等たくさんの夢があります。その夢に向かって前進するために、「逆算して行

動する」ことをさらに意識して毎日を過ごしてほしいと願っています。  

３年生修学旅行雑感 －３年生修学旅行事後指導での話－ 

人を恐れない上高地の猿 


